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提出日 年 10 月 4 日

【参加者E】

※学生から承諾を得たうえで、当報告書の記入内容を掲載しています。

1.　留学した理由、目的・目標 今回イギリスに留学した理由は、前回の海外研修Aに参加した際にオーストラリアでの留学にとても
感銘を受け、その時に色々な国に留学してみたいと考えていたため、今回参加しました。今回は海外
研修Bでイギリスへ行ってきました。もちろん英語力も向上させたいので、このプロジェクトに参加した
いと思いました。また、私はサッカーが大好きなので、今回イギリスに行くときはイギリスのサッカーの
雰囲気をぜひ体験したいと思いました。それでイギリスでサッカーの試合を生で観たいと思いました。
また、留学中にたくさんの新しい友達を作りたいと思いました。

5.　自由記述 学校の留学プログラムにまだ参加したいです！

2.　現地での活動内容
　　（授業や生活面など）
　

私は月曜日から金曜日まで、9時から15時まで学校に行きました。月曜日から金曜日までの放課後に
は、さまざまなアクティビティがありました。例えば、大学のクラスメートとサッカーをしに行ったり、学校
がコンサートに連れて行ってくれたり、学校が交流会を企画してくれたりします。土曜日と日曜日が休
みで、イギリス各地に旅行に行くことができ、ロンドンにもとても近いので、クラスメートと私も何度かロ
ンドンに行きました。授業中、先生は授業時間を面白く過ごせるようにいくつかの小さなゲームも企画
してくれました。

3.　留学の成果
　　　・目標の達成度
　　　・新しく発見したこと
　　　・新しく感じたこと　　　など
　

今回の目標は達成できたと思います。イギリスでたくさんの友達ができました。イギリスでサッカーの
試合も見ました。最も重要なことは、英語のスピーキングとリスニングのスキルが大幅に向上したこと
です。 今回イギリスに留学していて、ロンドンにはホームレスがたくさんいることを知りました。もともと
イギリスはとても安全な国だと思っていたのですが、ロンドンに遊びに行ったときにホームレスの男性
にお金を求められ、5ポンド渡すとさっさと帰ってしまいました。したがって、ロンドンでショッピングに行
くのは一人ではなく、友達と一緒に行くのが最善です。今回も英語力の急激な向上を感じました。した
がって、英語力を向上させたいのであれば、オール英語の環境に身を置くことが非常に重要だと思い
ます。その環境では常に英語を聞いたり話したりすることになるので、英語環境に慣れると英語のレ
ベルが大幅に向上するのを実感しました。

4.　留学経験を今後、どのように
　　活かしますか

今後も本校の海外研修C、海外研修Dのプログラムに参加し、将来的にはカナダやオーストラリアの
大学院に進学したいと考えています。だから私はもっと英語を上達させたいと思っています。今回留
学に行って、自分が将来何をしたいのかを徹底的に考えました。さまざまな国に行って、さまざまな文
化を体験し、さまざまな国の友達を作りたいです。もちろん、目標を達成するには多大な努力が必要
です。でも、目標を達成するために全力を尽くします。そこで、近々新たにTOEFLテストを受け、欧米諸
国の大学院に向けて準備を始めるつもりです。
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《留学前後における意識調査》 

 

留学前後における意識の変化を比較し、留学の成果を検証することを目的に、出発前・帰国後に

下記のアンケートを実施。 

 

1. あなたの英語能力についてお伺いします。（英語コミュニケーション能力） 

 全体的な英語のコミュニケーション能力に自信がある。   

 特にリスニングの（聞く）能力に自信がある。      （   ） 

 特にスピーキングの（話す）能力に自信がある。    （   ） 

 特にライティングの（書く）能力に自信がある。    （   ） 

 特にリーディングの（読む）能力に自信がある。    （   ） 

 

2. あなたが思う自分に対する能力や自信についてお伺いします。（自己効力感） 

 研修を受ける国や社会に関する知識を持ち、情報の収集ができている。  （   ） 

 海外留学プログラムの目的を理解している。     （   ） 

 グローバルシーンにおいて実践的な英語を使うことができる。  （   ） 

 ライティング（文書作成、理論的思考）の基本を身につけている。  （   ） 

 英語で質疑応答に対応できるノウハウを身につけている。   （   ） 

 グローバルシーンにおける対人関係（リーダーシップ、チーム形成、 

問題解決を含む）を構築することができる。    （   ） 

 グローバルシーンに通用する国際感覚を身につけている。   （   ） 

 グローバルシーンにおいて交渉力を身につけている。   （   ） 

 これからの就職活動について自信がある。    （   ） 

 与えられた仕事に責任を持つことができる。    （   ） 

 

3. あなたの異文化に対する態度や意見についてお伺いします。（異文化意識） 

 自国とは異なる文化に理解をもっている。    （   ） 

 自国文化と他の文化の違いを快く受け入れることができる。   （   ） 

 文化の異なる人々と、様々な方法でコミュニケーションができる。  （   ） 

 自国文化について相手に伝えることができる。    （   ） 

 多様な文化や価値観を認識し、多様性を認め合うことができる。  （   ） 

 

4. あなたの将来のキャリア展望についてお伺いします。（キャリア展望） 

 自分の適性や能力にあった仕事が何か理解している。   （   ） 

 自分が就きたい仕事が明らかになっている。    （   ） 

 自分が将来就きたい仕事のためにどのような能力が必要かを理解している。（   ） 

 国際的な仕事に関心を持っている。     （   ） 

 

 

 

 

 

 

アンケート 回答選択肢    1.  全くあてはまらない 

2. あまりあてはまらない 

3. どちらでもない 

4. だいたいあてはまる 

5. よくあてはまる 



【参加者E】
事前 事後

1　英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力 5.0 4.8
2　自己効力感 4.6 4.7
3　異文化意識 5.0 5.0
4　ｷｬﾘｱ展望 5.0 5.0
5　全体（平均） 4.9 4.9

※ｶﾝﾀﾍﾞﾘｰ・ｸﾗｲｽﾄ・ﾁｬｰﾁ大学　4週間

2023年度　夏期英語研修（個人型）参加前後における意識調査アンケート結果 
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